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高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
誘
致
す
る
考
え
を
示
し
て
い
た
余
呉
町
の
畑
野
佐
久
郎
町
長
が
、
「
住
民
の
十
分
な
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
応
書
を
断
念
し
た
。
候
補
地
に
は
多
額
の
交
付
金
が
出
る
こ
と
か
ら
、
財
政
再
建
を
に
ら
ん
だ
苦

肉
の
策
だ
っ
た
が
、
住
民
団
体
が
♯
め
た
反
対
署
名
が
町
人
ロ
の
半
数
強
に
上
る
な
く
住
民
の
安
全
面
へ
の
不
安
を
ぬ
ぐ
い
去
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
余
呉
町
と
同
様
、
全
国
的
に
も
過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
む
自
治
体
が
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、

住
民
の
反
対
は
根
強
く
、
（
核
の
ご
み
捨
て
場
）
の
行
く
先
は
依
琴
不
透
明
葦

1－‘年（平成18年）潮謹　　　温　　　柔㌃

「
（
任
期
満
了
ま
で
の
）
短
期

間
で
結
論
を
出
せ
る
間
産
で
は
な

か
っ
」
巧
反
対
の
声
が
強
い
中
、

こ
れ
以
上
推
し
進
め
れ
ば
町
を
二

分
し
て
し
ま
う
」

多
数
の
蟹
澤
を
前
に
し
た
6

日
の
会
見
で
、
畑
野
町
長
は
無
念

さ
を
隠
す
碁
つ
に
、
淡
々
と
述
べ

た
。
9
月
町
議
会
で
「
こ
の
ま
ま

で
は
＜
核
の
ご
み
＞
が
地
上
に
た

ま
る
一
方
。
誰
か
が
手
を
挙
げ
な

け
れ
ば
、
国
民
的
課
題
を
解
決
で

き
な
い
」
と
誘
致
検
討
を
明
ら
か

に
し
た
陽
の
力
頚
さ
は
な
か
っ

た
。町

は
昨
年
1
0
月
に
も
誘
致
を
検

討
し
た
が
、
県
の
反
対
で
断
念
し

弓
わ
ず
か
一
年
で
再
検
討
に
転

じ
た
の
咤
這
蒜
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

が
、
応
募
後
の
第
1
段
階
に
あ
た

る
文
献
調
査
の
交
付
金
を
2
健
－

0
0
0
万
円
か
ら
川
億
円
に
増
額

す
る
予
算
要
求
を
し
た
こ
と
も
背

景
に
あ
る
。

町
は
人
口
約
4
0
0
0
人
。
面

積
の
9
2
％
が
山
林
で
、
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
）
が
引
・
6
％
（
7

月
宋
現
在
）
と
県
内
で
最
も
帯
い
。

農
林
業
以
外
に
目
立
っ
た
産
業
は

な
く
、
財
政
調
髪
菅
1
崩
6

0
0
0
万
円
と
、
柑
年
前
の
約
半

（
田
島
武
文
）

分
ま
で
切
り
崩
し
た
。
周
辺
町
と

の
合
併
も
進
ま
ず
、
観
光
資
源
に

と
期
待
を
か
け
る
丹
生
ダ
ム
は
、

裏
田
由
紀
子
知
事
が
建
設
の
「
凍

結
」
を
打
ち
出
し
た
。

「
手
を
尽
く
し
た
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
財
政
が
破
た
ん
す
る
。
町

を
立
て
直
す
に
は
応
募
し
か
な

い
」
と
住
民
に
理
解
を
求
め
た
畑

野
町
長
。
一
方
で
、
「
最
終
の
施

設
誘
致
ま
で
い
け
る
と
は
患
っ
て

い
な
い
」
と
も
述
べ
、
「
交
付
金

の
食
い
逃
げ
だ
」
な
ど
の
批
判
が

集
中
。
募
田
知
事
か
ら
も
「
近
機

1
4
0
0
万
人
の
水
源
県
に
、
多

く
の
人
が
不
安
に
思
う
よ
う
な
処

分
場
の
建
設
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
」
と
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
一
旬

◆

処
分
場
を
巡
る
同
様
の
動
き

は
、
他
県
で
も
み
ら
れ
る
。

日
本
最
後
の
清
流
・
四
万
十
川

が
流
れ
る
高
知
県
津
野
町
。
地
方

交
付
税
の
減
少
が
財
政
を
圧
迫

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
交
付

金
も
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
」
　
（
田
＿
裕
起
町
長
）

と
し
て
検
討
を
続
け
る
が
、
橋

本
知
事
は
「
金
を
ば
ら
ま
く
麻

子
力
政
策
は
や
め
る
べ
き
」
と

厳
し
い
見
方
を
示
す
。

◆

鹿
児
島
県
・
美
大
島
に
あ
る

宇
検
村
で
咤
処
分
誘
致
の
検

肘
が
表
面
化
し
た
途
端
、
島
内
の

還
雷
体
な
毎
知
事
の

反
対
も
あ
り
、
わ
す
か
数
日
で
計

画
撤
回
を
義
明
し
唱
津
田
正
亮

助
役
は
「
処
分
場
の
必
要
性
や
安

全
性
な
ど
、
も
っ
と
積
極
的
に
周

知
し
て
く
れ
な
い
と
、
全
国
ど
こ

で
も
同
じ
こ
と
が
起
き
る
」
と
、

町
、
財
政
再
建
へ
苦
肉
の
策

公
募
す
る
原
子
力
彗
逼
塞
蓄

積
構
（
東
京
）
や
四
の
P
R
不
足

野町長。しかし、住民の反対は根強かった
（10月20日、余呉町のはごろもホールで）

し
、
文
献
調
査
の
交
付
金
で
町
を

活
性
化
し
よ
う
と
、
住
民
グ
ル
ー

プ
が
9
月
、
文
献
調
査
へ
の
応
＃

を
求
め
て
町
議
会
に
陳
情
。
同
じ

日
、
別
の
グ
ル
ー
プ
が
反
対
の
陳

情
を
握
出
し
、
継
続
宰
韻
と
な
っ

た
が
、
相
月
宋
に
「
町
内
の
混
乱

を
早
く
収
拾
す
る
」
と
し
て
、
応

＃
は
見
送
ら
れ
た
。

同
県
で
は
之
U
O
3
年
、
旧
佐

賀
町
（
現
・
黒
潮
町
）
で
誘
致
話

が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
横
木
大
二

郎
知
事
が
県
議
会
で
「
在
任
中
に

（
処
分
場
を
）
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
」
と
断
言
し
、
頓
挫
。

室
戸
岬
に
近
い
東
洋
町
で
も
「
厳

し
い
財
政
事
情
の
中
、
国
家
プ

を
鮨
擁
す
葛

岡
菜
墓
誓
書
は
「
安

全
性
へ
の
理
解
が
な
か
な
か
広
が

ら
な
い
」
と
周
知
不
足
を
認
め
な

が
ら
も
、
「
応
募
イ
コ
ー
ル
建

穀
で
は
な
く
、
ま
ず
は
遭
性
を

調
査
す
る
段
階
な
の
に
、
応
＿

す
ら
な
い
。
今
の
ま
ま
で
は
先

に
進
め
な
い
」
と
、
応
募
す
る

自
治
体
が
一
つ
も
な
い
現
状
に

頭
を
抱
え
る
。◆

札
束
を
ち
ら
つ
か
せ
、
最
終
処

分
場
望
め
よ
う
と
す
る
匹

の
原
子
力
政
策
に
、
余
呉
町
を
は

じ
め
各
地
の
住
民
が
「
ノ
⊥
を

突
き
っ
け
て
い
奄
交
付
金
の
媚

琴
箭
も
、
ま
す
先
に
す
べ
き
こ

と
が
あ
る
の
は
明
ら
か
ぢ
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